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Ⅰ 

は
じ
め
に

本
稿
の
目
的
は
、
タ
イ
南
部
ア
ン
ダ
マ
ン
海
沿
岸
の
イ
ン
ド
洋
津

波
被
災
地
に
お
け
る
ム
ス
リ
ム
住

＊
１民

の
宗
教
実
践
を
通
し
て
、
被
災

者
で
あ
る
彼
ら
が
津
波
災
害
を
い
か
な
る
も
の
と
し
て
捉
え
て
い
る

の
か
、
そ
の
様
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。

二
〇
〇
四
年
一
二
月
二
六
日
に
イ
ン
ド
洋
沿
岸
を
襲
っ
た
津
波

は
、
タ
イ
に
も
未
曾
有
の
人
的
、
物
的
被
害
を
も
た
ら
し
た
（
特
集

二
「
特
集
に
あ
た
っ
て
」
参
照
）。
津
波
後
、
被
災
地
で
は
、
タ
イ
政

府
を
は
じ
め
国
内
外
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
団
体
や
民
間
企
業
な
ど
か
ら
さ
ま
ざ

ま
な
か
た
ち
の
支
援
、
援
助
が
な
さ
れ
た
。
し
か
し
、
そ
の
中
身
や

実
施
過
程
を
く
わ
し
く
見
る
と
、
必
ず
し
も
被
災
地
が
置
か
れ
た
状

況
に
適
っ
た
も
の
と
は
い
え
ず
、
各
地
で
支
援
を
め
ぐ
る
不
和
や
復

興
の
遅
れ
と
い
っ
た
問
題
を
生
ん
で
い
る
。

タ
イ
に
お
け
る
イ
ン
ド
洋
津
波
災
害
を
扱
っ
た
社
会
科
学
分
野
の

研
究
は
、
こ
う
し
た
状
況
を
受
け
て
主
に
被
災
地
の
政
治
・
経
済
の

変
化
に
注
目
し
て
き
た
。
そ
こ
で
は
た
と
え
ば
、
津
波
に
よ
る
地
域

経
済
の
衰
退
や
復
興
支
援
を
め
ぐ
る
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
と
い
っ
た
問
題

が
取
り
上
げ
ら
れ
、
被
害
の
実
態
の
把
握
と
そ
の
分
析
を
通
し
た
改

善
策
の
検
討
が
な
さ
れ
て
き
た
。

し
か
し
、
被
災
地
に
お
け
る
政
治
・
経
済
の
変
化
は
、
あ
く
ま
で

津
波
災
害
の
一
部
に
す
ぎ
な
い
。
災
害
人
類
学
者
の
オ
リ
ヴ
ァ
ー
＝

ス
ミ
ス
が
災
害
を
「
環
境
・
社
会
・
経
済
・
政
治
・
生
物
な
ど
の
状

態
に
影
響
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
」（
オ
リ
ヴ
ァ
ー
＝
ス
ミ
ス 

二
〇

〇
六
：
二
九
）
と
述
べ
る
よ
う
に
、
イ
ン
ド
洋
津
波
災
害
の
影
響
も

ま
た
多
様
な
次
元
、
領
域
に
及
び
、
か
つ
長
期
化
し
た
の
で
あ
る
。

特
集
︱

２ 
災
害
が
む
す
ぶ
世
界

宗
教
実
践
に
み
る
イ
ン
ド
洋
津
波
災
害

―
―
タ
イ
南
部
ム
ス
リ
ム
村
落
に
お
け
る
津
波
災
害
と
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
一
断
面

小
河
久
志
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の
Ｔ
村
を
結
ぶ
道
路
が
開
通
す
る
前
は
、
船
が
村
外
に
出
る
唯
一
の

交
通
手
段
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
電
気
が
引
か
れ
た
の
も
同
じ
く
一
九

九
六
年
と
他
の
村
に
比
べ
て
遅
か
っ
た
。

村
で
は
、
耕
地
と
な
る
土
地
が
わ
ず
か
な
た
め
、
村
人
の
大
半
が

小
規
模
な
沿
岸
漁
業
に
従
事
し
て
い
た
。
漁
具
は
、
主
に
乾
季
（
一

二
月
～
五
月
）
に
イ
カ
籠
（sai pla m

＊
６

uʼk

）、
雨
季
（
六
月
～
一
一

月
）
に
キ
ス
網
（uan pla sai

）
や
ガ
ザ
ミ
網
（uan pu m

a

）
が

用
い
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
、
村
の
富
裕
層
を
中
心
に
網
生
け
簀
を
用

い
た
ハ
タ
（pla kao

）
や
ア
カ
メ
（pla krapon khao

）
の
養
殖
が

行
わ
れ
て
い
た
。
一
般
に
漁
業
従
事
者
（
以
下
、
漁
民
）
の
収
入

は
、
漁
獲
量
の
減
少
や
原
油
価
格
の
高
騰
な
ど
に
と
も
な
う
操
業
コ

ス
ト
の
上
昇
に
よ
り
、
農
業
が
さ
か
ん
な
近
隣
の
村
の
住
民
よ
り
も

少
な
か
っ
た
。

2 

津
波
被
害
と
復
興
支
援
を
め
ぐ
る
問
題

イ
ン
ド
洋
津
波
は
、
タ
イ
で
は
Ｍ
村
の
位
置
す
る
ト
ラ
ン
県
を
含

む
南
部
ア
ン
ダ
マ
ン
海
沿
岸
の
六
県
を
襲
っ
た
。
ア
ジ
ア
災
害
準
備

セ
ン
タ
ー
の
資
料
に
よ
る
と
、
ト
ラ
ン
県
は
、
死
者
六
名
、
負
傷
者

一
一
二
名
と
い
う
人
的
被
害
と
と
も
に
、
建
物
の
全
壊
三
四
棟
、
半

壊
一
五
六
棟
、
な
ら
び
に
県
民
総
生
産
の
六
パ
ー
セ
ン
ト
に
あ
た
る

二
四
億
一
二
〇
〇
万
バ
ー
ツ
（
約
七
二
億
三
六
〇
〇
万
円
）
の
経
済

被
害
を
受
け
た
（A

sian D
isaster Preparedness Center 2006: 

21

）。
筆
者
の
調
査
に
よ
る
と
、
Ｍ
村
で
は
死
者
一
名
、
負
傷
者
一

一
名
の
人
的
被
害
と
と
も
に
、
建
物
の
損
壊
一
七
棟
、
漁
船
の
喪
失

二
隻
、
破
損
八
〇
隻
、
漁
船
用
エ
ン
ジ
ン
の
喪
失
八
機
、
破
損
六
五

機
、
養
殖
用
網
生
け
簀
の
破
損
七
九
台
の
物
的
被
害
が
生
じ
た
。
漁

網
を
中
心
と
す
る
漁
具
は
、
一
〇
八
も
の
世
帯
が
津
波
に
よ
り
紛
失

し
て
い
る
。

津
波
後
、
Ｍ
村
で
は
、
政
府
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
団
体
な
ど
国
内
外
の
さ
ま

ざ
ま
な
組
織
や
機
関
が
支
援
を
行
っ
た
。
し
か
し
、
そ
こ
に
は
多
く

の
問
題
が
存
在
し
た
。
ま
ず
指
摘
で
き
る
の
は
、
支
援
の
規
模
や
内

容
が
村
の
被
害
状
況
に
適
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え

ば
、
政
府
が
行
っ
た
被
災
漁
船
と
エ
ン
ジ
ン
へ
の
補
償
金
の
支
給
。

村
で
一
般
に
使
わ
れ
る
小
型
漁
船
（
新
品
）
の
価
格
は
、
エ
ン
ジ
ン

を
含
め
て
一
隻
あ
た
り
四
万
か
ら
六
万
バ
ー
ツ
ほ
ど
す
る
。
し
か

し
、
水
産
局
が
支
給
し
た
補
償
金
は
、
最
高
で
も
三
万
バ
ー
ツ
に
す

ぎ
な
か
っ
た
。
王
室
に
よ
る
魚
網
の
無
償
配
布
に
い
た
っ
て
は
、
漁

業
に
従
事
し
て
い
な
い
世
帯
に
ま
で
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
漁
具
や
操

業
資
金
な
ど
を
前
貸
し
す
る
こ
と
で
漁
民
の
生
活
を
支
え
て
き
た
海

産
物
仲
買
人
（thaokae

）
は
、
漁
民
と
同
様
に
津
波
の
被
害
を
受

け
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
支
援
の
対
象
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。

支
援
の
支
給
を
め
ぐ
っ
て
は
、
各
種
機
関
へ
の
支
援
の
要
請
、
申

請
、
分
配
に
主
導
的
な
役
割
を
果
た
す
村
長
（phu yai ban

）
が

不
正
を
働
い
た
。
彼
は
、
自
身
が
持
つ
職
権
や
行
政
と
の
コ
ネ
ク

シ
ョ
ン
を
用
い
て
、
支
援
を
自
身
の
親
戚
（yat

）
や
子
飼
い
の
村

以
上
を
受
け
て
本
稿
で
は
、
既
存
の
タ
イ
地
域
研
究
や
災
害
研
究

で
は
あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
宗
教
・
信
仰
の
領
域
か
ら
、

タ
イ
南
部
ア
ン
ダ
マ
ン
海
沿
岸
に
お
け
る
イ
ン
ド
洋
津
波
災
害
の
相

貌
を
描
き
出
＊
２す

。
そ
こ
に
お
い
て
津
波
災
害
は
、
津
波
が
襲
来
す
る

以
前
の
状
況
を
含
め
た
長
期
的
な
過
程
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
。
ま

た
、
本
稿
は
、
被
災
地
に
お
け
る
ミ
ク
ロ
な
宗
教
実
践
に
焦
点
を
当

て
る
が
、
そ
の
様
態
を
詳
細
に
検
討
す
る
と
、
そ
こ
に
グ
ロ
ー
バ
ル

に
展
開
す
る
宗
教
復
興
運
動
が
密
接
に
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら

か
に
な
っ
た
。
つ
ま
り
本
稿
は
、
タ
イ
南
部
ア
ン
ダ
マ
ン
海
沿
岸
の

イ
ン
ド
洋
津
波
被
災
地
に
お
け
る
津
波
災
害
の
多
様
な
あ
り
よ
う
の

一
端
を
描
き
出
す
の
と
同
時
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
様
相
を
明
ら
か

に
す
る
試
み
で
も
あ
る
。

以
下
、
Ⅱ
節
で
は
、
筆
者
が
調
査
を
行
っ
た
タ
イ
南
部
ト
ラ
ン
県

の
ム
ス
リ
ム
村
落
Ｍ

＊
３村

を
事
例
に
、
同
地
に
お
け
る
津
波
被
害
の
概

要
を
、
復
興
支
援
と
の
関
係
を
ふ
ま
え
て
描
く
。
Ⅲ
節
で
は
、
津
波

に
よ
り
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
結
果
、
村
人
の
宗
教
実
践
が
い
か
に

変
わ
っ
た
の
か
、
そ
の
変
化
の
様
態
を
津
波
前
の
状
況
と
の
比
較
を

通
し
て
明
ら
か
に
す
る
。
ま
た
、
そ
こ
で
は
、
津
波
前
か
ら
村
に
伸

展
し
て
い
た
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
イ
ス
ラ
ー
ム
復
興
運
動
の
動

き
が
考
慮
さ
れ
る
。
続
く
Ⅳ
節
で
は
、
津
波
の
後
に
見
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
ア
ッ
ラ
ー
へ
の
願
掛
け
と
新
た
な
護
符
の
誕
生
、
普
及
と

い
う
宗
教
現
象
を
取
り
上
げ
、
そ
れ
を
め
ぐ
る
村
人
の
多
様
な
解
釈

を
検
討
す
る
。
最
後
の
Ⅴ
節
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
見
て
き
た
事
例
を

も
と
に
、
宗
教
の
側
面
か
ら
村
人
の
津
波
像
を
考
察
す
る
。
ま
た
、

津
波
を
契
機
に
鮮
明
に
な
っ
た
宗
教
を
め
ぐ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
様

相
を
描
き
出
す
。
な
お
、
本
稿
の
も
と
に
な
る
デ
ー
タ
は
、
二
〇
〇

四
年
三
月
～
二
〇
〇
六
年
七
月
、
二
〇
〇
七
年
三
月
の
タ
イ
滞
在
中

に
Ｍ
村
を
中
心
に
行
っ
た
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
で
得
ら
れ
た
も
の
で
あ

＊
４る

。Ⅱ 

Ｍ
村
に
お
け
る
津
波
被
害
と
社
会
変
化

本
節
で
は
、
タ
イ
南
部
ト
ラ
ン
県
の
ム
ス
リ
ム
村
落
Ｍ
村
に
お
け

る
津
波
被
害
の
状
況
と
、
復
興
支
援
を
め
ぐ
る
問
題
、
な
ら
び
に
そ

れ
が
村
落
経
済
に
及
ぼ
し
た
影
響
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す

＊
５る

。
ま
ず

は
、
村
の
概
況
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
。

1 

Ｍ
村

Ｍ
村
は
、
タ
イ
の
首
都
バ
ン
コ
ク
か
ら
南
に
約
八
六
〇
キ
ロ
離
れ

た
ト
ラ
ン
県
に
位
置
し
て
い
る
。
筆
者
の
調
査
で
は
、
津
波
襲
来
前

の
時
点
（
二
〇
〇
四
年
一
二
月
）
に
お
け
る
村
の
世
帯
数
は
一
九
五

世
帯
、
人
口
は
約
一
〇
〇
〇
人
で
、
そ
の
す
べ
て
が
ム
ス
リ
ム
で

あ
っ
た
。
村
は
周
囲
を
海
と
運
河
、
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
林
に
囲
ま
れ
て

お
り
、
島
の
様
相
を
呈
し
て
い
る
。
実
際
、
一
九
九
六
年
に
村
と
隣
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（T
ablighi Jam

aʼat 

以
下
、
タ
ブ
リ
ー
グ
）
と
い
う
ト
ラ
ン
ス
ナ

シ
ョ
ナ
ル
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
も
つ
イ
ス
ラ
ー
ム
復
興
運
動
・
団
体

が
多
く
の
賛
同
者
を
獲
得
し
、
来
世
指
向
の
強
い
そ
の
教
え
を
「
正

し
い
イ
ス
ラ
ー
ム
（itsalam

 thae

）」
と
し
て
村
人
に
広
め
て
い

た
。
タ
ブ
リ
ー
グ
は
、
一
九
二
七
年
に
ス
ン
ナ
派
の
一
法
学
派
で
あ

る
デ
オ
バ
ン
ド
派
の
イ
ス
ラ
ー
ム
学
者
マ
ウ
ラ
ー
ナ
ー
・
ム
ハ
ン
マ

ド
・
イ
リ
ヤ
ー
ス
に
よ
り
北
イ
ン
ド
の
メ
ワ
ー
ト
で
始
め
ら
れ
た
。

そ
こ
で
は
、
預
言
者
ム
ハ
ン
マ
ド
の
送
っ
た
生
活
様
式
が
ム
ス
リ
ム

の
理
想
と
さ
れ
、
信
仰
告
白
、
礼
拝
、
宗
教
知
識
の
習
得
と
ア
ッ

ラ
ー
を
想
起
す
る
こ
と
、
同
胞
愛
、
ア
ッ
ラ
ー
に
誠
実
で
あ
る
こ

と
、
宣
教
の
た
め
の
時
間
を
つ
く
る
こ
と
、
の
六
つ
の
事
柄
の
実
践

が
重
視
さ
れ
る
（A

li 2003: 175-177

）。

タ
ブ
リ
ー
グ
の
活
動
で
中
心
と
な
る
の
が
、
超
俗
的
な
宣
教
で
あ

る
。
宣
教
で
は
、
一
〇
人
前
後
の
男
性
信
者
か
ら
構
成
さ
れ
る
宣
教

団
（jam

aʼat

）
が
活
動
の
基
本
単
位
と
な
る
。
そ
こ
に
お
い
て
参

加
者
は
、
月
三
日
間
、
年
四
〇
日
間
、
生
涯
四
ヵ
月
間
な
ど
の
決
め

ら
れ
た
期
間
、
居
住
地
の
内
外
で
宣
教
活
動
に
従
事
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ

＊
８る

。
具
体
的
に
は
、
宣
教
先
の
モ
ス
ク
を
拠
点
に
、
集
団
礼

拝
、
宗
教
講
話
、
聖
典
ク
ル
ア
ー
ン
や
タ
ブ
リ
ー
グ
の
教
本
で
あ
る

タ
ブ
リ
ー
ギ
ー
・
ニ
サ
ー
ブ
（tablighi nisab

）
を
用
い
た
イ
ス

ラ
ー
ム
学
習
、
な
ら
び
に
そ
れ
ら
へ
の
住
民
の
勧
誘
な
ど
が
行
わ
れ

る
。
こ
れ
ら
一
連
の
活
動
を
通
し
て
、
参
加
者
は
、
上
述
し
た
六
つ

の
事
柄
を
実
践
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ら
が
持
つ
宗
教
的
な
意
味
に

つ
い
て
学
ぶ
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
イ
ス
ラ
ー
ム
の
実
践

（am
an

）
に
励
む
こ
と
で
、
彼
ら
は
信
仰
心
（im

an
）
を
強
化
し
て

い
く
。
そ
し
て
最
終
的
に
は
、
最
後
の
審
判
の
後
の
天
国
行
き
が
目

指
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
現
在
、
タ
ブ
リ
ー
グ
は
、
デ
リ
ー
に
あ
る
総

本
部
を
中
心
に
、
タ
イ
を
含
む
八
〇
を
超
え
る
国
で
活
動
を
展
開
し

て
い
る
（M

asud 2000: vii

）。

タ
ブ
リ
ー
グ
が
タ
イ
で
活
動
を
開
始
す
る
の
は
、
北
部
タ
ー
ク
県

の
メ
ー
ソ
ッ
ト
郡
に
住
む
ハ
ッ
ジ
・
ユ
ー
ス
フ
・
カ
ー
ン
が
同
地
で

宣
教
を
始
め
た
一
九
六
六
年
と
さ
れ
る
（Saow

ani 1988: 239

）。

そ
の
後
、
タ
ブ
リ
ー
グ
は
、
タ
イ
政
府
の
寛
容
な
姿
勢
や
一
九
八
〇

年
代
以
降
の
国
内
経
済
の
発
展
な
ど
を
背
景
に
参
加
者
を
増
や
し
、

活
動
地
域
も
全
国
へ
と
拡
大
し
た
。
こ
う
し
て
タ
ブ
リ
ー
グ
は
、
現

代
タ
イ
に
お
い
て
最
大
の
規
模
と
影
響
力
を
誇
る
イ
ス
ラ
ー
ム
復
興

運
動
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
（
２
）
Ｍ
村
に
お
け
る
タ
ブ
リ
ー
グ
の
伸
＊
９展

Ｍ
村
に
初
め
て
タ
ブ
リ
ー
グ
の
宣
教
団
が
や
っ
て
来
た
の
は
一
九

七
八
年
の
こ
と
で
あ
る
。
一
九
八
二
年
に
は
当
時
、
村
の
イ
マ
ー
ム

（im
am

 

礼
拝
時
の
導
師
で
村
に
お
け
る
宗
教
指
導
者
の
一
人
）
と
イ

ス
ラ
ー
ム
教
師
（to khru

）
を
兼
任
し
て
い
た
Ａ
・
Ｐ
氏
（
男
性
）

が
、
深
南
部
の
パ
ッ
タ
ニ
ー
県
か
ら
来
村
し
た
宣
教
団
の
誘
い
を
受

け
て
、
村
で
初
め
て
村
外
で
行
わ
れ
る
宣
教
に
参
加
し
た
。
タ
ブ

リ
ー
グ
の
活
動
を
高
く
評
価
し
た
彼
は
、
そ
れ
以
降
、
宗
教
指
導
者

人
（ruk non

）
に
の
み
行
き
わ
た
る
よ
う
画
策
し
、
ま
た
自
身
も

そ
の
一
部
を
着
服
し
た
の
で
あ
る
。
先
に
触
れ
た
被
災
漁
船
と
エ
ン

ジ
ン
の
補
償
金
を
見
る
と
、
そ
れ
を
受
給
で
き
た
の
は
、
被
害
を
受

け
た
一
〇
〇
を
超
え
る
世
帯
の
う
ち
わ
ず
か
二
六
世
帯
だ
け
で
あ
っ

た
。
加
え
て
こ
の
二
六
世
帯
は
、
す
べ
て
村
長
の
親
戚
か
子
飼
い
の

村
人
で
あ
り
、
彼
ら
の
な
か
に
は
実
際
の
被
害
額
よ
り
も
高
額
の
補

償
金
を
受
給
し
た
者
や
被
害
の
ま
っ
た
く
な
か
っ
た
者
、
漁
業
を

行
っ
て
い
な
か
っ
た
者
が
含
ま
れ
て
い
た
。
こ
う
し
た
村
長
主
導
の

不
正
は
、
被
災
漁
船
の
補
償
金
を
は
じ
め
と
す
る
高
額
な
支
援
の
現

場
で
顕
著
に
見
ら
れ
た
。

以
上
の
よ
う
な
津
波
被
害
と
復
興
支
援
を
め
ぐ
る
問
題
は
、
村
の

基
幹
産
業
で
あ
る
沿
岸
漁
業
を
衰
退
さ
せ
る
一
因
と
な
っ

＊
７た

。
村
の

漁
民
の
多
く
は
津
波
に
よ
り
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
た
が
、
そ
の
後

も
さ
ら
な
る
漁
獲
量
の
減
少
や
海
産
物
価
格
の
暴
落
、
造
船
ブ
ー
ム

に
伴
う
木
材
価
格
の
高
騰
に
見
舞
わ
れ
る
な
ど
、
彼
ら
を
取
り
巻
く

状
況
は
悪
化
し
た
。
加
え
て
、
被
災
し
た
漁
民
は
、
先
述
し
た
被
災

漁
船
の
補
償
金
を
は
じ
め
と
す
る
漁
業
関
係
の
支
援
を
十
分
に
受
け

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
津
波
後
、
海
産
物
仲
買
人
が
厳
し
い
経

営
環
境
に
置
か
れ
た
こ
と
も
無
視
で
き
な
い
。
彼
ら
は
、
買
い
つ
け

た
海
産
物
が
腐
敗
し
た
り
、
契
約
漁
民
が
長
期
間
休
漁
し
た
こ
と
で

貸
付
資
金
が
焦
げ
つ
い
た
り
す
る
な
ど
の
被
害
を
受
け
た
。
村
に
住

む
漁
民
の
大
半
は
、
融
資
の
担
保
と
な
る
貯
蓄
や
財
産
を
持
た
な
い

零
細
な
漁
民
で
あ
る
。
そ
の
彼
ら
に
、
こ
れ
ま
で
融
資
を
し
て
き
た

唯
一
の
存
在
が
、
海
産
物
仲
買
人
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
村
の
漁
民

が
漁
業
を
続
け
る
た
め
に
は
、
海
産
物
仲
買
人
の
存
在
が
不
可
欠
と

い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
彼
ら
も
、
上
述
の
よ
う

に
、
政
府
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
団
体
か
ら
支
援
を
受
け
ら
れ
ず
、
長
期
間
の
休

業
に
追
い
込
ま
れ
た
。
こ
う
し
て
、
多
く
の
被
災
漁
民
は
、
漁
業
の

再
開
が
困
難
な
状
況
に
置
か
れ
た
。
そ
の
結
果
、
彼
ら
は
、
一
般
に

沿
岸
漁
業
よ
り
も
収
入
の
少
な
い
遠
洋
漁
業
や
観
光
業
に
転
職
す
る

こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

Ⅲ 

宗
教
実
践
の
変
化

イ
ン
ド
洋
津
波
は
、
Ｍ
村
に
お
い
て
、
前
節
で
見
た
経
済
の
み
な

ら
ず
、
宗
教
の
領
域
に
も
変
化
を
生
ん
だ
。
本
節
で
は
、
イ
ン
ド
洋

津
波
が
襲
来
す
る
前
と
後
の
村
人
の
宗
教
実
践
を
取
り
上
げ
て
比
較

す
る
こ
と
で
、
そ
の
通
時
的
な
変
化
の
様
態
を
明
ら
か
に
す
る
。
ま

ず
は
、
津
波
前
の
状
況
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
。

1 
津
波
前

　
（
１
）
イ
ス
ラ
ー
ム
復
興
運
動
タ
ブ
リ
ー
グ

津
波
前
の
Ｍ
村
で
は
、
タ
ブ
リ
ー
ギ
ー
・
ジ
ャ
マ
ー
ア
ト
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に
、
そ
れ
を
実
践
す
る
宣
教
団
の
受
け
入
れ
を
担
当
す
る
委
員

（tong rap 

二
名
）
な
ど
タ
ブ
リ
ー
グ
の
活
動
を
支
援
、
推
進
す
る

役
職
を
新
た
に
設
置
し
た
。
ま
た
、
彼
ら
は
、
先
述
し
た
Ａ
・
Ｐ
氏

の
語
り
を
用
い
つ
つ
、
新
た
に
タ
ブ
リ
ー
グ
の
六
つ
の
基
本
箇
条
と

月
三
日
間
の
宣
教
を
「
成
人
男
性
の
義
務
（nathi

）」
と
し
て
、
そ

れ
ら
を
行
う
よ
う
村
人
に
訴
え

＊
16た
。

加
え
て
モ
ス
ク
委
員
会
は
、
村
に
お
け
る
イ
ス
ラ
ー
ム
教
育
の
拡

充
に
取
り
組
ん
だ
。
一
九
八
〇
年
代
以
前
の
Ｍ
村
に
は
、
ク
ル
ア
ー

ン
の
朗
唱
を
目
的
と
す
る
私
塾
（
ク
ル
ア
ー
ン
塾
）
し
か
な
く
、

Ａ
・
Ｐ
氏
に
よ
る
と
当
時
の
村
人
の
イ
ス
ラ
ー
ム
知
識
の
種
類
や
量

は
乏
し
か
っ
た
。
こ
う
し
た
な
か
モ
ス
ク
委
員
会
は
、
村
で
最
大
の

規
模
を
誇
る
Ａ
・
Ｐ
氏
の
ク
ル
ア
ー
ン
塾
を
拡
張
す
る
か
た
ち
で
一

九
九
〇
年
に
モ
ス
ク
付
設
の
イ
ス
ラ
ー
ム
教
室
（
以
下
、
モ
ス
ク
宗

教
教
室
）
を
開
設
し
た
。
二
〇
〇
〇
年
に
は
、
村
の
内
外
か
ら
の
支

援
を
受
け
て
全
国
規
模
で
イ
ス
ラ
ー
ム
の
基
礎
教
育
の
普
及
を
進
め

る
ク
ル
サ
ン
パ
ン
協
会
（sam
akhom

 khurusam
ph

＊
17

an

）
へ
の
加

盟
を
果
た
し
た
。
加
盟
校
は
、
ク
ル
サ
ン
パ
ン
協
会
が
作
成
し
た
全

国
統
一
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
教
科
書
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
に
よ
り
村
の
モ
ス
ク
宗
教
教
室
は
、
Ａ
・
Ｐ
氏
を
含
む
三
名
の

モ
ス
ク
委
員
を
教
師
に
、
イ
ス
ラ
ー
ム
に
関
す
る
幅
広
い
知
識
を
体

系
的
に
教
授
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
（
小
河 

二
〇
〇
九
）。

村
の
モ
ス
ク
委
員
会
は
、
タ
ブ
リ
ー
グ
が
説
く
イ
ス
ラ
ー
ム
が
正

し
い
イ
ス
ラ
ー
ム
と
の
認
識
に
基
づ
き
、
モ
ス
ク
宗
教
教
室
の
授
業

に
タ
ブ
リ
ー
グ
の
宣
教
活
動
を
導
入
し
て
も
い
る
。
た
と
え
ば
、
タ

ブ
リ
ー
グ
が
毎
週
木
曜
日
の
マ
グ
リ
ブ
礼
拝
（
日
没
の
礼
拝
）
の
時

間
以
降
に
モ
ス
ク
で
行
う
集
団
礼
拝
と
説
教
に
、
モ
ス
ク
宗
教
教
室

の
生
徒
を
参
加
さ
せ
て
い
る
。
ま
た
、
モ
ス
ク
宗
教
教
室
の
教
師

は
、
教
室
で
定
期
的
に
開
い
て
い
る
子
弟
の
保
護
者
と
の
面
談
に
お

い
て
、
彼
ら
を
積
極
的
に
タ
ブ
リ
ー
グ
の
活
動
に
勧
誘
し
た
。
こ
う

し
た
イ
ス
ラ
ー
ム
教
育
を
め
ぐ
る
一
連
の
動
き
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
の

基
本
知
識
の
獲
得
と
と
も
に
、
タ
ブ
リ
ー
グ
に
対
す
る
村
人
の
理
解

と
関
心
を
促
し
、
そ
の
賛
同
者
を
増
や
す
一
因
と
な
っ
た
の
で
あ

る
。以

上
の
背
景
の
も
と
、
Ｍ
村
に
お
い
て
タ
ブ
リ
ー
グ
は
、「
正
し

い
イ
ス
ラ
ー
ム
」
を
教
え
広
め
る
運
動
と
し
て
次
第
に
宗
教
的
な
正

当
性
を
獲
得
し
て
い
っ
た
。
そ
の
こ
と
は
、
タ
ブ
リ
ー
グ
の
活
動
資

金
と
し
て
一
世
帯
あ
た
り
月
に
一
〇
〇 

バ
ー
ツ
の
喜
捨
が
義
務

＊
18化

さ
れ
、
か
つ
対
象
と
な
る
ほ
ぼ
す
べ
て
の
世
帯
が
そ
れ
に
応
じ
て
い

る
こ
と
か
ら
も
理
解
で
き
る
。
ま
た
、
参
加
の
程
度
に
差
は
あ
る
も

の
の
、
村
に
住
む
既
婚
男
性
の
大
半
が
、
タ
ブ
リ
ー
グ
の
宣
教
活
動

に
参
加
し
た
経
験
を
持
つ
ま
で
に
な
っ

＊
19た
。
そ
の
様
子
は
、
県
内
の

タ
ブ
リ
ー
グ
の
活
動
を
統
括
す
る
ト
ラ
ン
県
支
部
（m

arkat 
trang

）
に
評
価
さ
れ
、
Ｍ
村
は
一
九
九
六
年
に
村
支
部
（m

ahan-
la

）、
一
九
九
八
年
に
は
近
隣
の
六
つ
の
村
を
統
括
す
る
地
区
支
部

（hanko

）
に
指
定
さ
れ

＊
20た
。

こ
の
よ
う
に
タ
ブ
リ
ー
グ
が
伸
展
す
る
一
方
、
そ
れ
ま
で
村
に
広

と
し
て
の
立
場
を
利
用
し
て
、
金
曜
日
の
昼
に
行
わ
れ
る
集
団
礼
拝

（
以
下
、
金
曜
礼
＊
10拝

）
な
ど
多
く
の
村
人
が
集
ま
る
場
で
の
説
教
や

戸
別
訪
問
を
通
し
て
村
人
に
宣
教
活
動
へ
の
参
加
を
促
し
た
。
そ
こ

に
お
い
て
Ａ
・
Ｐ
氏
は
主
に
、
①
現
世
の
短
さ
と
来
世
の
永
続
性
、

②
来
世
に
お
け
る
天
国
の
素
晴
ら
し
さ
と
地
獄
の
恐
ろ
し
さ
、
③
現

世
は
来
世
の
た
め
の
準
備
期
間
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
現
世
に
お
い
て

ム
ス
リ
ム
は
強
固
な
信
仰
心
を
持
っ
て
イ
ス
ラ
ー
ム
の
実
践
に
専
心

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
④
タ
ブ
リ
ー
グ
の
宣
教
活
動
は
日
常

的
な
宗
教
実
践
よ
り
も
多
く
の
功
徳
（bun

）
が
得
ら
れ

＊
11る

こ
と
を

説
い
た
。
こ
の
彼
の
説
教
に
お
い
て
現
世
の
諸
事
は
、
ア
ッ
ラ
ー
が

決
め
る
も
の
で
あ
り
、
人
間
に
は
変
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
で

あ
る
点
も
強
調
さ
れ
た
（
Ａ
・
Ｐ
氏
談
）。
こ
う
し
た
Ａ
・
Ｐ
氏
の

活
動
は
、
ま
ず
村
に
お
け
る
宗
教
活
動
全
般
を
監
督
、
支
援
す
る
当

時
の
マ
ス
ジ
ッ
ト
・
イ
ス
ラ
ー
ム
委
員
会
（khanakam

m
akan it-

salam
 pracam

 m
atsa

＊
12

yit 

以
下
、
モ
ス
＊
13ク

委
員
会
）
の
委
員
（
以

下
、
モ
ス
ク
委
員
。
Ａ
・
Ｐ
氏
も
そ
の
一
人
）
の
多
く
を
取
り
込
む

こ
と
に
成
功
し
た
。
モ
ス
ク
委
員
は
、
村
人
か
ら
選
挙
で
選
ば
れ
宗

教
局
に
登
録
さ
れ
る
村
の
公
的
な
宗
教
指
導
者
で
あ
る
。
村
人
は
、

「
彼
ら
に
は
威
光
（baram

i

）
が
あ
る
」
と
し
、
畏
敬
の
念
を
こ
め

て
彼
ら
を
「
ス
ラ
オ
・
グ
ル
ー
プ
（bo sur

＊
14

ao

）」
と
呼
ん
で
い
た
。

そ
の
モ
ス
ク
委
員
が
、
自
身
が
持
つ
宗
教
的
威
光
を
背
に
精
力
的
に

村
人
を
宣
教
し
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
次
第
に
タ
ブ
リ
ー
グ
の
活

動
に
関
心
を
持
つ
村
人
の
数
は
増
え
、
な
か
に
は
定
期
的
に
宣
教
活

動
に
参
加
す
る
者
も
現
れ
た
。

こ
の
動
き
は
、
一
九
九
〇
年
代
に
入
る
と
加
速
化
す
る
。
背
景
に

は
、
村
に
お
け
る
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
や
タ
ブ
リ
ー
グ
と
モ
ス
ク
委
員

会
の
連
携
の
強
化
、
イ
ス
ラ
ー
ム
教
育
の
拡
充
と
い
っ
た
変
化
が

あ
っ
た
。
ま
ず
、
一
九
九
六
年
に
村
と
隣
の
Ｔ
村
を
結
ぶ
道
路
と
電

気
が
開
通
す
る
と
、
タ
ブ
リ
ー
グ
の
宣
教
団
が
村
を
訪
れ
る
回
数
は

増
え
て
い
っ
＊
15た
。
ま
た
、
イ
ン
フ
ラ
が
整
備
さ
れ
る
こ
と
で
、
村
の

基
幹
産
業
で
あ
る
沿
岸
漁
業
に
従
事
す
る
村
人
が
、
市
場
に
ア
ク
セ

ス
す
る
こ
と
が
容
易
に
な
っ
た
。
以
前
は
対
岸
の
Ｊ
村
に
住
む
仲
買

人
一
人
に
限
ら
れ
て
い
た
水
揚
げ
の
販
路
は
増
え
、
そ
れ
に
伴
い
水

揚
げ
の
売
値
は
上
昇
し
た
。
そ
の
結
果
、
村
人
の
収
入
は
増
加
し
、

宣
教
活
動
に
参
加
で
き
る
だ
け
の
経
済
的
、
時
間
的
な
余
裕
が
彼
ら

の
間
に
生
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

一
九
九
〇
年
代
は
ま
た
、
村
の
モ
ス
ク
委
員
会
が
、
タ
ブ
リ
ー
グ

と
の
連
携
を
強
め
た
時
期
で
も
あ
っ
た
。
村
に
は
、
タ
ブ
リ
ー
グ
の

活
動
を
管
理
、
運
営
す
る
村
人
か
ら
構
成
さ
れ
る
運
営
委
員
会

（khanakanm
akan borihan

）
が
置
か
れ
て
い
る
。
前
出
の
Ａ
・

Ｐ
氏
に
よ
る
と
、
こ
の
時
期
に
は
一
五
名
い
た
モ
ス
ク
委
員
全
員

が
、
こ
の
運
営
委
員
を
兼
任
す
る
な
ど
村
に
お
け
る
タ
ブ
リ
ー
グ
の

中
心
メ
ン
バ
ー
に
な
っ
て
い
た
と
い
う
。
彼
ら
に
共
通
し
て
い
た
の

は
、
タ
ブ
リ
ー
グ
が
説
く
イ
ス
ラ
ー
ム
を
「
正
し
い
イ
ス
ラ
ー
ム
」

と
見
な
し
て
い
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
、
こ
の
「
正
し
い
イ
ス

ラ
ー
ム
」
を
村
人
の
間
に
広
め
る
べ
く
、
モ
ス
ク
委
員
会
の
な
か
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tuʼan

）
で
あ
る
と
解
釈
し
て
、
ア
ッ
ラ
ー
の
恐
ろ
し
さ
と
偉
大
さ

を
強
調
し
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
避
け
る
た
め
に
は
、
タ
ブ
リ
ー
グ

の
六
つ
の
基
本
箇
条
を
実
践
す
る
な
ど
イ
ス
ラ
ー
ム
に
敬
虔
に
な
る

し
か
術
は
な
い
と
考
え
た
。
こ
う
し
て
彼
ら
は
、
金
曜
礼
拝
の
後
に

行
わ
れ
る
説
教
（khutba

）
や
村
人
宅
の
慰
問
（khat

）
な
ど
の
際

に
、
上
記
の
こ
と
を
村
人
に
説
い
た
。
そ
こ
に
は
、
津
波
前
に
は
ほ

と
ん
ど
聞
か
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
イ
ス
ラ
ー
ム
実
践
と
現
世
利
益

の
獲
得
と
を
結
び
つ
け
る
語
り
が
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
タ
ブ
リ
ー

グ
の
中
心
メ
ン
バ
ー
で
あ
り
村
の
イ
マ
ー
ム
で
も
あ
る
Ｂ
・
Ｐ
氏

（
男
性
）
は
、
モ
ス
ク
で
行
わ
れ
た
津
波
後
最
初
の
金
曜
礼
拝
の
説

教
で
、
参
加
者
に
対
し
て
以
下
の
よ
う
に
語
っ
た
。

　
「（
前
略
）
何
が
津
波
を
起
こ
し
た
の
か
。
そ
れ
は
地
震
だ
（
省

略
。
以
下
、
段
階
を
追
っ
て
事
象
の
原
因
が
示
さ
れ
る
。
最
後
に

地
球
に
た
ど
り
つ
い
た
）。
で
は
、
こ
の
地
球
は
誰
が
つ
く
っ
た

の
か
。
そ
れ
は
ア
ッ
ラ
ー
だ
。
ア
ッ
ラ
ー
は
、
こ
の
世
界
に
あ
る

す
べ
て
の
モ
ノ
を
創
造
し
、
そ
こ
に
意
味
を
与
え
る
。
つ
ま
り
、

津
波
の
主
は
ア
ッ
ラ
ー
な
の
だ
。
で
は
、
な
ぜ
ア
ッ
ラ
ー
は
、
津

波
を
引
き
起
こ
し
た
の
か
。
そ
れ
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
に
不
真
面
目

な
ム
ス
リ
ム
に
罰
を
与
え
る
た
め
だ
。
み
な
さ
ん
は
、
ピ
ー
ピ
ー

島
（
ト
ラ
ン
県
の
北
隣
の
ク
ラ
ビ
ー
県
の
沖
に
あ
る
国
際
的
な
観

光
地
）
が
ど
れ
だ
け
の
被
害
を
受
け
た
か
知
っ
て
い
る
で
し
ょ

う
。
そ
こ
で
は
、
観
光
客
と
と
も
に
多
く
の
ム
ス
リ
ム
が
亡
く

な
っ
た
り
財
産
を
失
っ
た
り
し
た
。
そ
れ
は
な
ぜ
か
。
彼
ら
は
酒

を
飲
み
、
礼
拝
を
し
な
い
な
ど
イ
ス
ラ
ー
ム
の
教
え
に
反
す
る

（phit lakkan satsana

）
生
活
を
送
っ
て
き
た
か
ら
だ
。
私
た

ち
の
村
は
、（
タ
ブ
リ
ー
グ
の
）
地
区
支
部
で
あ
り
、
タ
ブ
リ
ー

グ
の
活
動
に
熱
心
な
村
だ
。
イ
ス
ラ
ー
ム
に
敬
虔
な
者
が
多
か
っ

た
。
だ
か
ら
ア
ッ
ラ
ー
は
、
他
の
村
よ
り
も
被
害
を
少
な
く
し
て

下
さ
っ
た
の
＊
22だ

。
津
波
が
ま
た
来
る
の
か
来
な
い
の
か
、
誰
が
ど

れ
だ
け
の
被
害
を
受
け
る
の
か
は
、
ア
ッ
ラ
ー
が
お
決
め
に
な
る

こ
と
で
、
わ
れ
わ
れ
に
は
わ
か
ら
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
ア
ッ
ラ
ー
を
想
起
し
（nuʼk thuʼng anlo

）、
イ
ス
ラ
ー
ム

に
敬
虔
（khreng khrat satsana

）
に
な
れ
ば
、
ア
ッ
ラ
ー
は

私
た
ち
を
助
け
て
く
だ
さ
る
は
ず
だ
」（
二
〇
〇
五
年
一
月
七

日
。
か
っ
こ
内
は
筆
者
に
よ
る
補
足
）

さ
ら
に
、
後
日
行
わ
れ
た
金
曜
礼
拝
の
説
教
で
は
、
ス
リ
ラ
ン
カ

の
津
波
災
害
に
つ
い
て
記
し
た
ビ
ラ
が
使
わ
れ

＊
23た

（
写
真
１
）。
イ

マ
ー
ム
に
よ
る
と
、
そ
の
英
語
版
が
デ
リ
ー
に
あ
る
タ
ブ
リ
ー
グ
の

総
本
部
か
ら
ト
ラ
ン
県
支
部
に
送
ら
れ
、
そ
こ
で
タ
イ
語
に
翻
訳
さ

れ
た
も
の
が
手
元
に
届
い
た
と
い
う
。
ビ
ラ
に
は
、
ス
リ
ラ
ン
カ
の

東
海
岸
を
襲
っ
た
津
波
の
航
空
写
真
が
付
さ
れ
て
お
り
、
①
そ
れ
が

ア
ラ
ビ
ア
語
の
ア
ッ
ラ
ー
の
文
字
に
酷
似
し
、
か
つ
不
信
仰
者
の
村

が
津
波
に
よ
り
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
た
こ
と
か
ら
、
津
波
は
ア
ッ

ラ
ー
が
イ
ス
ラ
ー
ム
の
教
え
に
従
わ
な
い
不
信
仰
者
へ
の
罰
と
し
て

く
見
ら
れ
た
民
間
信
仰
は
衰
退
し
た
。
民
間
信
仰
は
、
生
活
と
密
接

に
結
び
つ
い
た
信
仰
観
念
や
実
践
で
、
現
世
利
益
的
な
傾
向
が
強

く
、
呪
術
的
な
実
践
が
し
ば
し
ば
重
視
さ
れ
る
（
三
尾 

二
〇
〇
四
：

一
三
六
）。
Ｍ
村
で
は
、
災
厄
除
去
を
は
じ
め
と
し
た
現
世
利
益
の

実
現
を
目
的
に
、
漁
の
成
功
と
安
全
を
司
る
船
霊
（m

ae ya 
nang

）
や
祖
霊
（tayai
）
と
い
っ
た
超
自
然
的
な
存
在
が
古
く
か

ら
信
仰
さ
れ
て
き
た
。
そ
こ
で
は
、
供
物
や
呪
文
な
ど
の
道
具
を
用

い
た
儀
礼
や
供
宴
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
に
行
わ
れ
て
い
た
。
そ
う

し
た
信
仰
は
「
慣
習
（prapheni
）」
と
し
て
、
来
世
に
関
わ
る
「
宗

教
（satsana

）」、
つ
ま
り
イ
ス
ラ
ー
ム
と
と
も
に
日
常
生
活
を
営

む
う
え
で
不
可
欠
の
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か

し
、
タ
ブ
リ
ー
グ
が
村
人
か
ら
の
支
持
を
獲
得
し
て
い
く
な
か
、
民

間
信
仰
は
否
定
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
理
由
は
大
き
く
二
つ

あ
っ
た
。
第
一
に
、
民
間
信
仰
が
偶
像
崇
拝
的
な
要
素
を
持
つ
こ
と

で
あ
る
。
そ
れ
は
、
ア
ッ
ラ
ー
（anlo

）
の
唯
一
性
を
犯
す
行
為
に

つ
な
が
る
と
し
て
否
定
さ
れ
た
。
第
二
は
、
そ
の
現
世
指
向
の
強
さ

で
あ
る
。
先
述
の
よ
う
に
現
世
を
よ
り
よ
い
来
世
の
た
め
の
修
練
の

場
と
捉
え
る
タ
ブ
リ
ー
グ
に
と
り
、
そ
う
し
た
傾
向
は
忌
避
さ
れ
る

も
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
、
津
波
前
の
Ｍ
村
で
は
、
民
間
信
仰
を

放
棄
す
る
者
や
そ
れ
を
タ
ブ
リ
ー
グ
が
い
う
と
こ
ろ
の
イ
ス
ラ
ー
ム

の
規
範
に
則
っ
た
か
た
ち
に
変
え
て
実
践
す
る
者
が
、
村
人
の
多
数

を
占
め
る
状
況
に
あ
っ

＊
21た

。

2 

津
波
後

イ
ン
ド
洋
津
波
は
、
上
記
の
よ
う
な
宗
教
状
況
に
あ
っ
た
Ｍ
村
を

襲
っ
た
。
津
波
は
、
現
象
そ
の
も
の
に
加
え
、
そ
れ
が
直
接
、
間
接

に
引
き
起
こ
し
た
被
害
の
規
模
に
お
い
て
も
村
人
の
想
像
を
超
え
た

も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
復
興
支
援
を
め
ぐ
り
Ⅱ
節
で
見
た
よ
う
な

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
起
き
た
こ
と
も
重
な
り
、
生
活
の
再
建
は
困
難

を
極
め
た
。
こ
う
し
た
な
か
、
村
人
の
間
か
ら
、
い
っ
た
い
津
波
は

何
が
何
の
た
め
に
引
き
起
こ
し
た
の
か
と
い
う
疑
問
が
聞
か
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
い
つ
襲
っ
て
く
る
か
わ
か
ら
な
い
津
波
へ
の

恐
怖
と
と
も
に
、
自
分
た
ち
の
力
で
は
い
か
ん
と
も
し
が
た
い
津
波

を
何
と
か
し
て
防
ぎ
た
い
、
津
波
に
よ
る
被
害
を
最
小
限
に
留
め
た

い
と
い
っ
た
現
世
利
益
を
希
求
す
る
動
き
が
現
れ
た
。
以
上
の
よ
う

な
津
波
後
の
物
理
的
、
心
理
的
状
況
の
変
化
は
、
次
に
見
る
よ
う
に

村
人
の
宗
教
実
践
の
あ
り
よ
う
に
変
化
を
引
き
起
こ
す
こ
と
に
な
っ

た
の
で
あ
る
。

　
（
１
）
タ
ブ
リ
ー
グ
の
宣
教
活
動
の
変
化

ま
ず
は
、
タ
ブ
リ
ー
グ
の
宣
教
活
動
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
。

タ
ブ
リ
ー
グ
の
中
心
メ
ン
バ
ー
の
村
人
は
津
波
後
、
従
来
と
は
異
な

る
内
容
、
方
法
の
宣
教
を
始
め
た
。
彼
ら
は
、
津
波
を
不
信
仰
者
に

対
す
る
ア
ッ
ラ
ー
か
ら
の
罰
（bara

）
で
あ
り
警
告
（kham
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を
強
調
し
た
こ
と
で
あ
る
。
確
か
に
こ
れ
ま
で
タ
ブ
リ
ー
グ
の
中
心

メ
ン
バ
ー
は
、
現
世
の
諸
事
を
決
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
ア
ッ

ラ
ー
だ
け
だ
と
考
え
て
き
た
。
そ
の
う
え
で
、
現
世
を
来
世
の
た
め

の
修
練
の
場
と
見
な
し
、
よ
り
よ
い
来
世
を
目
指
し
て
ダ
ブ
リ
ー
グ

の
教
え
を
含
む
イ
ス
ラ
ー
ム
の
規
範
に
従
っ
た
生
活
を
送
る
こ
と
を

信
者
に
求
め
て
き
た
。
こ
の
た
め
、
津
波
前
の
時
点
で
、
彼
ら
が
現

世
利
益
の
獲
得
を
目
的
と
す
る
イ
ス
ラ
ー
ム
実
践
を
許
容
す
る
よ
う

な
こ
と
は
、
筆
者
の
知
る
か
ぎ
り
で
は
な
か
っ
た
。
第
二
に
、
宣
教

に
際
し
て
ビ
ラ
を
用
い
た
こ
と
で
あ
る
。
タ
ブ
リ
ー
グ
の
特
徴
と
し

て
指
摘
さ
れ
る
も
の
の
ひ
と
つ
に
、
本
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
い
っ
た

印
刷
物
を
ほ
と
ん
ど
作
成
し
な
い
こ
と
が
あ
る
（
中
澤 

一
九
八
八
：

八
一
）。
管
見
で
は
タ
ブ
リ
ー
グ
が
作
成
し
た
印
刷
物
は
、
教
本
と

喜
捨
の
意
味
を
説
く
テ
キ
ス
ト
（khun kha sodako

）
が
あ
る
に

す
ぎ
な
い
。
先
の
事
例
の
よ
う
に
、
Ｍ
村
に
お
い
て
タ
ブ
リ
ー
グ

が
、
そ
れ
ら
と
は
別
の
印
刷
物
を
作
成
し
、
宣
教
活
動
で
使
用
す
る

よ
う
な
こ
と
は
、
津
波
前
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
現
象
で
あ
っ
た
。

　
（
２
）
そ
の
他
の
宗
教
実
践
の
変
化

津
波
後
の
宗
教
実
践
の
変
化
は
、
タ
ブ
リ
ー
グ
の
宣
教
活
動
だ
け

に
見
ら
れ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
た
と
え
ば
、
津
波
前
に
は
ま
っ

た
く
見
ら
れ
な
か
っ
た
現
象
が
現
れ
た
り
、
ご
く
限
ら
れ
た
村
人
の

間
で
し
か
見
ら
れ
な
か
っ
た
現
象
が
広
ま
っ
た
り
す
る
な
ど
し
た
。

こ
こ
で
は
、
ア
ッ
ラ
ー
へ
の
願
掛
け
（bon

）
と
新
た
な
護
符
の
出

現
と
い
う
二
種
類
の
宗
教
実
践
を
取
り
上
げ
、
そ
の
様
態
を
明
ら
か

に
す
＊
25る

。

ま
ず
は
、
ア
ッ
ラ
ー
へ
の
願
掛
け
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
。
津

波
前
の
Ｍ
村
に
お
い
て
願
掛
け
は
、
祖
霊
（tayai

）
を
は
じ
め
と

す
る
土
着
の
超
自
然
的
存
在
を
対
象
に
、
一
部
の
村
人
に
よ
っ
て
行

わ
れ
て
き
た
。
そ
の
一
方
で
、
ア
ッ
ラ
ー
へ
の
祈
願
（kho 

phong

）
は
広
く
見
ら
れ
た
も
の
の
、
願
掛
け
は
筆
者
の
知
る
か
ぎ

り
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

こ
の
ア
ッ
ラ
ー
へ
の
願
掛
け
は
、
①
モ
ス
ク
や
自
宅
な
ど
で
ア
ッ

ラ
ー
に
叶
え
て
ほ
し
い
事
柄
と
そ
れ
が
実
現
し
た
際
の
お
礼
の
内
容

を
伝
え
る
祈
願
と
、
②
願
が
成
就
し
た
（kae bon

）
際
の
ア
ッ
ラ
ー

へ
の
お
礼
の
実
施
、
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
願
の
内
容
は
主
に
、
再
び

津
波
を
起
こ
さ
な
い
で
ほ
し
い
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

ア
ッ
ラ
ー
へ
の
お
礼
は
、
供
宴
（nuri

）
を
開
催
す
る
こ
と
で
ほ
ぼ

共
通
し
て
い
た
。
た
と
え
ば
、
専
業
漁
民
の
Ｂ
・
Ｔ
氏
（
男
性
）

は
、「
二
〇
〇
五
年
三
月
一
二
日
に
再
び
津
波
が
起
き
る
」
と
い
う

＊
26噂
が
村
中
に
広
ま
る
な
か
、
二
〇
〇
五
年
三
月
四
日
に
「
三
月
一
二

日
に
津
波
を
起
こ
さ
な
い
で
ほ
し
い
。
願
い
を
聞
き
入
れ
て
く
れ
た

暁
に
は
お
礼
に
鶏
の
カ
レ
ー
を
奉
げ
る
」
と
い
う
内
容
の
祈
願
を

ア
ッ
ラ
ー
に
し
た
。
そ
し
て
、
三
月
一
二
日
に
津
波
が
起
き
な
か
っ

た
こ
と
を
受
け
て
、
同
月
二
五
日
の
昼
の
礼
拝
の
後
に
自
宅
で
近
親

者
を
招
い
た
お
礼
の
供
宴
を
行
っ
た
。
こ
の
Ｂ
・
Ｔ
氏
の
事
例
も
そ

う
で
あ
っ
た
が
、
お
礼
の
供
宴
で
は
、
ク
ル
ア
ー
ン
や
ハ
デ
ィ
ー
ス

起
こ
し
た
も
の
で
あ
る
、
②
生
き
残
っ
た
ム
ス
リ
ム
は
悔
い
改
め
な

け
れ
ば
さ
ら
に
大
き
な
罰
が
下
さ
れ
る
だ
ろ
う
、
と
す
る
コ
ロ
ン
ボ

の
イ
ス
ラ
ー
ム
学
者
の
見
解
が
記
し
て
あ
っ
＊
24た
。
タ
ブ
リ
ー
グ
の
中

心
メ
ン
バ
ー
は
、
こ
の
ビ
ラ
を
複
写
し
て
金
曜
礼
拝
の
参
加
者
全
員

に
配
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
用
い
て
、
ア
ッ
ラ
ー
の
偉
大
さ
と
と

も
に
、
イ
ス
ラ
ー
ム
に
敬
虔
で
あ
る
こ
と
、
つ
ま
り
タ
ブ
リ
ー
グ
の

教
え
に
従
う
こ
と
の
必
要
性
を
村
人
に
説
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後

も
ビ
ラ
は
、
慰
問
な
ど
を
通
し
て
配
ら
れ
、
最
終
的
に
は
村
に
住
む

ほ
ぼ
す
べ
て
の
世
帯
が
そ
れ
を
保
有
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
う
し
た
津
波
後
の
タ
ブ
リ
ー
グ
の
宣
教
活
動
は
、
津
波
前
の
そ

れ
と
比
較
す
る
と
以
下
の
よ
う
な
変
化
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
第
一
に
、
宣
教
に
際
し
て
イ
ス
ラ
ー
ム
と
現
世
利
益
の
関
係
性

写真 1　スリランカの津波災害に関するビラ（2005年　筆者撮影）
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で
一
二
一
世
帯
に
の
ぼ
っ

＊
29た

。
こ
の
よ
う
に
、
人
目
に
つ
く
場
所
で

護
符
が
使
わ
れ
る
こ
と
、
ひ
と
つ
の
護
符
が
こ
れ
ほ
ど
ま
で
の
数
の

村
人
に
普
及
し
た
こ
と
は
、
津
波
前
の
Ｍ
村
で
は
な
か
っ
た
。

Ⅳ 

新
た
な
宗
教
実
践
を
め
ぐ
る
村
人
の
解
釈

本
節
で
は
、
ア
ッ
ラ
ー
へ
の
願
掛
け
と
新
た
な
護
符
の
誕
生
と
い

う
津
波
後
に
生
ま
れ
た
宗
教
実
践
を
め
ぐ
る
村
人
の
解
釈
を
取
り
上

げ
検
討
す
る
。

1 

当
人
た
ち
の
解
釈

ま
ず
見
た
い
の
は
、
右
記
の
宗
教
実
践
の
主
体
と
な
る
村
人
の
解

釈
で
あ
る
。
彼
ら
の
語
り
に
よ
る
と
、
自
身
の
行
為
は
イ
ス
ラ
ー
ム

的
に
「
正
し
い
」
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
た
と
え
ば
、
津
波
後
、
漁

業
の
休
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
Ａ
・
Ｃ
氏
（
男
性
）
は
、
彼
が
護
符

と
見
な
す
ビ
ラ
と
イ
ス
ラ
ー
ム
の
関
係
性
を
次
の
よ
う
に
説
明
し

た
。　

「（
ビ
ラ
を
指
さ
し
て
）
ほ
ら
、
こ
こ
に
ア
ッ
ラ
ー
の
名
が
あ
る

だ
ろ
う
。
こ
れ
に
祈
れ
ば
ア
ッ
ラ
ー
か
ら
の
利
益
（phon

）
が

得
ら
れ
る
ん
だ
。
私
は
毎
日
、
祈
っ
て
い
る
よ
。
た
だ
し
、
他
の

（
ア
ッ
ラ
ー
以
外
の
）
存
在
（sin thi uʼn
）
に
祈
る
の
は
悪
行

（bap

）
だ
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
れ
は
ア
ッ
ラ
ー
を
想
起
し
て
い
な

い
か
ら
だ
。
し
か
し
、
こ
れ
は
他
の
存
在
と
は
関
係
が
な
い
ア
ッ

ラ
ー
の
も
の
、
イ
ス
ラ
ー
ム
に
則
っ
た
（thuk itsalam
）
も
の

だ
よ
」（
二
〇
〇
五
年
七
月
二
三
日
。
か
っ
こ
内
は
筆
者
に
よ
る

補
足
）。

こ
の
語
り
で
は
、
Ａ
・
Ｃ
氏
が
ビ
ラ
を
護
符
と
し
て
用
い
る
こ
と

の
宗
教
的
な
正
当
性
は
、
そ
こ
に
ア
ッ
ラ
ー
を
措
定
し
て
い
る
こ
と

に
あ
る
。
同
様
の
解
釈
は
、
ア
ッ
ラ
ー
へ
の
願
掛
け
に
も
見
ら
れ
る

も
の
で
あ
っ
た
。
逆
に
、
彼
の
解
釈
で
は
、
ア
ッ
ラ
ー
以
外
の
存
在

を
崇
拝
す
る
と
い
う
行
為
、
た
と
え
ば
、
漁
の
安
全
や
成
功
を
祈
願

し
て
船
霊
に
願
を
掛
け
る
行
為
な
ど
は
、
宗
教
上
、
問
題
の
あ
る
も

の
に
な
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
Ａ
・
Ｃ
氏
も
そ
う
で
あ
っ
た
が
、
彼

ら
の
多
く
が
、
ビ
ラ
を
貼
り
そ
れ
に
祈
る
と
い
う
行
為
を
、
日
常
的

に
ア
ッ
ラ
ー
を
想
起
し
イ
ス
ラ
ー
ム
を
実
践
し
て
い
る
こ
と
と
同
義

の
も
の
と
捉
え
て
い
る
。
そ
れ
は
、
実
践
す
る
者
の
ア
ッ
ラ
ー
に
対

す
る
信
仰
の
深
さ
を
表
す
行
為
と
し
て
宗
教
的
に
評
価
さ
れ
て
い

た
。タ

ブ
リ
ー
グ
の
教
え
に
従
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
ま
た
、
彼
ら

の
行
為
の
宗
教
的
な
正
当
性
を
保
証
す
る
根
拠
の
ひ
と
つ
と
な
っ

た
。
先
述
の
よ
う
に
タ
ブ
リ
ー
グ
の
中
心
メ
ン
バ
ー
は
、
津
波
後
に

再
開
し
た
宣
教
活
動
に
お
い
て
、
ア
ッ
ラ
ー
を
常
に
想
起
す
る
な
ど

由
来
の
決
ま
り
文
句
で
あ
る
ド
ゥ
ア
ー
（dua

）
が
唱
え
ら
れ
た

後
、
祈
願
の
際
に
ア
ッ
ラ
ー
に
約
束
し
た
料
理
が
参
加
者
に
振
る
舞

わ
れ
る
の
が
一
般
的
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
ド
ゥ
ア
ー
を
朗
唱
す

る
こ
と
で
、
供
物
が
ア
ッ
ラ
ー
に
届
け
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
て
い

る
。
祈
願
者
は
、
願
が
成
就
し
な
け
れ
ば
供
宴
を
す
る
必
要
は
な
い

が
、
成
就
し
た
場
合
は
い
つ
で
も
よ
い
が
必
ず
供
宴
を
行
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
も
し
、
供
宴
を
催
さ
な
か
っ
た
り
、
約
束
と
は
異
な

る
内
容
の
供
物
を
用
い
た
り
す
る
と
、
祈
願
者
と
そ
の
家
族
は
病
気

や
事
故
な
ど
の
罰
を
ア
ッ
ラ
ー
か
ら
受
け
る
と
さ
れ
る
。

次
に
見
た
い
の
が
、
新
た
な
護
符
の
出
現
と
い
う
現
象
で
あ
る
。

確
か
に
津
波
前
の
Ｍ
村
で
は
、
村
外
に
住
む
呪
医
（to m

o

）
が
ク

ル
ア
ー
ン
の
一
節
な
ど
を
記
し
た
紙
片
や
布
片
が
護
符
と
し
て
用
い

ら
れ
て
き
た
。
そ
れ
に
は
、
交
通
事
故
を
防
い
だ
り
、
海
に
住
む
死

霊
（phi plai

）
に
憑
か
れ
る
こ
と
を
防
い
だ
り
す
る
な
ど
特
定
の

効
能
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
護
符
の
使
用
は
、
偶

像
崇
拝
や
呪
医
へ
の
個
人
崇
拝
に
つ
な
が
る
と
し
て
、
タ
ブ
リ
ー
グ

の
中
心
メ
ン
バ
ー
か
ら
否
定
的
に
捉
え
ら
れ

＊
27た
。
こ
の
た
め
、
津
波

前
の
村
に
お
い
て
護
符
は
、
限
ら
れ
た
村
人
の
み
が
使
用
し
て
お

り
、
ま
た
バ
イ
ク
の
外
装
の
内
側
や
使
用
者
の
腰
の
部
分
な
ど
人
目

に
つ
か
な
い
場
所
に
つ
け
ら
れ
て
い
た
。

し
か
し
、
津
波
の
後
に
現
れ
た
護
符
は
、
そ
れ
ら
の
護
符
と
は
あ

ら
ゆ
る
面
に
お
い
て
性
格
を
異
に
し
た
。
ま
ず
、
護
符
と
し
て
用
い

ら
れ
た
の
は
、
呪
医
と
い
う
特
殊
技
能
者
が
作
成
し
た
も
の
で
は
な

く
、
タ
ブ
リ
ー
グ
の
中
心
メ
ン
バ
ー
が
津
波
後
に
配
っ
た
前
出
の
ビ

ラ
で
あ
っ
た
。
写
真
１
を
見
る
と
わ
か
る
よ
う
に
、
こ
の
ビ
ラ
に

は
、
ス
リ
ラ
ン
カ
の
津
波
災
害
に
関
す
る
記
事
に
加
え
て
、
津
波
の

衛
星
写
真
が
ア
ラ
ビ
ア
語
の
ア
ッ
ラ
ー
の
文
字
と
と
も
に
つ
け
ら
れ

て
い
る
。
多
く
の
村
人
は
、
ア
ッ
ラ
ー
の
文
字
と
そ
れ
に
酷
似
し
た

津
波
の
航
空
写
真
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
ビ
ラ
を
神
聖
な
も
の

（sing saksit

）
と
見
な
し

＊
28た
。
な
か
に
は
、
ビ
ラ
に
津
波
か
ら
村

人
を
守
る
力
が
あ
る
と
解
釈
し
、
そ
れ
を
家
の
戸
口
に
貼
る
者
が
現

れ
た
（
写
真
２
）。
つ
ま
り
、
ビ
ラ
が
護
符
と
し
て
用
い
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
数
は
、
二
〇
〇
五
年
三
月
末
の
時
点 写真 2　ビラが貼られた家の戸口（2005年　筆者撮影）



132133 宗教実践にみるインド洋津波災害

Ⅴ 

考
察
―
―
結
び
に
か
え
て

本
稿
の
目
的
は
、
ト
ラ
ン
県
の
ム
ス
リ
ム
村
落
Ｍ
村
を
事
例
に
、

タ
イ
南
部
ア
ン
ダ
マ
ン
海
沿
岸
に
お
け
る
イ
ン
ド
洋
津
波
被
災
者
の

津
波
像
と
同
地
に
お
け
る
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
様

＊
32相
を
、
彼
ら
の
宗
教

実
践
か
ら
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
最
後
に
、
こ
れ
ま
で
に

見
て
き
た
事
例
を
通
し
て
、
上
記
の
点
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

ま
ず
取
り
上
げ
た
い
の
は
、
村
人
が
津
波
災
害
を
い
か
な
る
も
の

と
し
て
捉
え
て
い
た
の
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
津
波
直
後
の
金

曜
礼
拝
の
説
教
で
イ
マ
ー
ム
が
語
っ
て
い
た
よ
う
に
、
津
波
が
起
き

た
科
学
的
な
原
因
は
地
球
に
あ
っ
た
。
そ
の
こ
と
は
、
テ
レ
ビ
や
新

聞
と
い
っ
た
メ
デ
ィ
ア
を
通
し
て
、
た
ち
ど
こ
ろ
に
村
人
の
知
る
と

こ
ろ
と
な
っ
た
。
本
稿
で
取
り
上
げ
た
村
人
た
ち
も
、
そ
の
例
外
で

は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
彼
ら
は
、
そ
れ
に
は
飽
き
足
り
ず
別
の
理

由
を
探
し
た
。
そ
れ
が
、
宗
教
的
な
理
由
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
村

人
は
、
津
波
災
害
を
ア
ッ
ラ
ー
が
不
信
仰
者
に
与
え
た
罰
で
あ
り
警

告
と
捉
え
た
の
で
あ
る
。
で
は
、
な
ぜ
彼
ら
は
そ
の
よ
う
に
解
釈
し

た
の
だ
ろ
う
か
。
お
そ
ら
く
、
津
波
と
い
う
自
然
現
象
や
そ
れ
に
伴

う
災
害
が
、
村
人
の
理
解
や
想
像
を
超
え
た
も
の
だ
っ
た
こ
と
が
あ

げ
ら
れ
る
。
津
波
は
、
突
如
と
し
て
村
人
の
上
に
降
り
か
か
っ
た
新

た
な
災
厄
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
、
こ
の
理
解
不
能
な
出
来
事
を
、
何

と
か
し
て
解
釈
可
能
な
モ
ノ
に
す
る
、
つ
ま
り
自
分
た
ち
の
領
域
に

馴
化
さ
せ
る
こ
と
で
、
精
神
的
な
安
定
を
獲
得
し
た
か
っ
た
の
で
は

な
い
か
。
こ
う
し
て
、
科
学
（saiyasat

）
よ
り
も
自
分
た
ち
の
日

常
に
親
和
的
な
宗
教
に
由
来
す
る
原
因
が
導
き
出
さ
れ
、
広
ま
っ
て

い
っ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

村
人
の
津
波
像
の
形
成
に
つ
い
て
考
え
る
に
あ
た
り
、
無
視
で
き

な
い
の
が
タ
ブ
リ
ー
グ
の
存
在
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
タ
ブ
リ
ー
グ

は
、
モ
ス
ク
委
員
会
や
モ
ス
ク
宗
教
教
室
と
い
っ
た
村
の
公
的
宗
教

機
関
と
連
携
し
、
地
道
に
宣
教
活
動
を
続
け
て
き

＊
33た
。
そ
の
結
果
、

津
波
前
の
Ｍ
村
に
お
い
て
タ
ブ
リ
ー
グ
は
、
多
く
の
村
人
か
ら
宗
教

的
な
正
当
性
を
付
与
さ
れ
、
そ
れ
が
説
く
イ
ス
ラ
ー
ム
は
「
正
し
い

イ
ス
ラ
ー
ム
」
と
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
タ
ブ
リ
ー
グ

が
津
波
後
、
上
述
し
た
津
波
解
釈
を
提
示
し
、
ア
ッ
ラ
ー
の
偉
大
さ

を
強
調
し
た
宣
教
を
精
力
的
に
行
っ
た
。
そ
こ
に
お
い
て
彼
ら
は
、

具
体
的
な
事
例
と
航
空
写
真
の
つ
い
た
ビ
ラ
を
用
い
る
こ
と
で
、
自

身
の
津
波
像
に
リ
ア
リ
テ
ィ
を
与
え
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
宣
教

を
目
的
と
し
た
津
波
の
リ
ソ
ー
ス
化
と
い
え
る
行
為
で
も
あ
っ
た
。

結
果
と
し
て
、
タ
ブ
リ
ー
グ
の
津
波
像
は
、
タ
ブ
リ
ー
グ
の
支
持
者

だ
け
で
な
く
、
タ
ブ
リ
ー
グ
か
ら
距
離
を
置
い
て
き
た
村
人
の
間
に

も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
様
子
は
、
タ
ブ
リ
ー
グ
が
配
布

し
た
ビ
ラ
の
護
符
化
と
い
う
賛
否
両
論
あ
る
宗
教
実
践
の
出
現
に
見

て
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
タ
ブ
リ
ー
グ
の
津
波
像
が
広
く
根
づ
い
た

要
因
に
は
、
先
に
見
た
当
時
の
村
人
の
心
理
的
状
況
や
ア
ッ
ラ
ー
に

イ
ス
ラ
ー
ム
に
敬
虔
で
あ
れ
ば
、
ア
ッ
ラ
ー
の
加
護
に
よ
り
津
波
災

害
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
と
主
張
し
た
。
ア
ッ
ラ
ー
へ
の
願
掛
け
や

ビ
ラ
を
護
符
化
す
る
者
は
、
自
身
の
行
為
が
ア
ッ
ラ
ー
を
想
起
し
た

も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
宗
教
上
の
正
当
性
を
持
つ
タ
ブ
リ
ー
グ

の
教
え
に
適
っ
た
も
の
と
認
識
し
て
い
た
。
こ
う
し
て
そ
の
行
為

は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
的
に
「
正
し
い
」
と
見
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

ア
ッ
ラ
ー
へ
の
願
掛
け
が
イ
ス
ラ
ー
ム
の
教
え
に
反
し
な
い
か
問
う

た
筆
者
に
、「
何
も
間
違
っ
て
は
い
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
願
成
就
の

供
宴
（nuri kae bon

）
で
ア
ッ
ラ
ー
に
祈
っ
て
い
る
か
ら
だ
。
タ

ブ
リ
ー
グ
の
メ
ン
バ
ー
（bo da

＊
30

w
a

）
は
、
で
き
る
だ
け
ア
ッ
ラ
ー

に
祈
る
よ
う
に
と
い
っ
て
い
た
が
、
私
は
そ
れ
に
従
っ
て
い
る
」
と

答
え
た
前
出
の
Ｂ
・
Ｔ
氏
の
語
り
が
、
そ
の
こ
と
を
明
確
に
示
し
て

い
る
。2 

タ
ブ
リ
ー
グ
中
心
メ
ン
バ
ー
の
解
釈

他
方
で
、
タ
ブ
リ
ー
グ
の
中
心
メ
ン
バ
ー
は
、
右
記
の
宗
教
実
践

を
否
定
的
に
捉
え
て
い
る
。
彼
ら
は
、
ア
ッ
ラ
ー
に
祈
願
す
る
こ
と

や
ア
ラ
ビ
ア
語
で
ア
ッ
ラ
ー
と
書
か
れ
た
モ
ノ
を
大
切
に
扱
う
こ
と

に
つ
い
て
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
の
規
範
に
則
っ
た
行
為
と
見
な
し
て
い

た
。
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、
願
が
成
就
し
た
際
に
ア
ッ
ラ
ー
へ
の

返
礼
と
し
て
供
宴
を
行
う
こ
と
や
、
ア
ッ
ラ
ー
を
意
味
す
る
ア
ラ
ビ

ア
語
が
書
か
れ
た
ビ
ラ
を
護
符
と
し
て
用
い
る
こ
と
を
、
彼
ら
は
認

め
な
か
っ
た
。
前
出
の
イ
マ
ー
ム
Ｂ
・
Ｐ
氏
の
説
明
に
よ
る
と
、
そ

の
理
由
は
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
ま
ず
、
ア
ッ
ラ
ー
へ
の
願
掛
け
を

否
定
す
る
理
由
と
し
て
は
、「
ア
ッ
ラ
ー
は
料
理
を
は
じ
め
と
す
る

い
っ
さ
い
の
供
物
を
受
け
取
ら
な
い
」
こ
と
を
あ
げ
る
。
ま
た
、
護

符
に
つ
い
て
は
、「
い
く
ら
ア
ッ
ラ
ー
の
名
前
が
付
さ
れ
て
い
て

も
、
モ
ノ
に
現
世
を
変
え
る
特
別
な
力
は
な
い
。
そ
れ
が
で
き
る
の

は
、
ア
ッ
ラ
ー
だ
け
で
あ
る
」
こ
と
を
否
定
す
る
際
の
根
拠
と
し

た
。
加
え
て
、
こ
れ
ら
二
つ
の
宗
教
実
践
は
、
と
も
に
来
世
で
は
な

く
現
世
に
お
け
る
利
益
の
獲
得
を
目
指
し
て
い
る
こ
と
も
、
現
世
を

来
世
の
た
め
の
修
練
の
場
と
見
な
す
タ
ブ
リ
ー
グ
の
中
心
メ
ン
バ
ー

に
と
っ
て
は
認
め
が
た
い
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
タ
ブ

リ
ー
グ
の
中
心
メ
ン
バ
ー
は
、
彼
ら
が
言
う
と
こ
ろ
の
イ
ス
ラ
ー
ム

の
規
範
（
そ
れ
は
タ
ブ
リ
ー
グ
の
教
え
と
ほ
ぼ
重
な
る
）
に
反
す
る

こ
と
か
ら
、
ア
ッ
ラ
ー
へ
の
願
掛
け
と
ビ
ラ
の
護
符
化
を
宗
教
的
に

正
し
い
行
為
と
は
見
な
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

以
上
の
事
例
か
ら
は
、
ア
ッ
ラ
ー
へ
の
願
掛
け
と
ビ
ラ
の
護
符
化

と
い
う
津
波
後
に
生
ま
れ
た
宗
教
現
象
を
め
ぐ
る
解
釈
に
、
そ
れ
を

行
う
村
人
と
タ
ブ
リ
ー
グ
の
中
心
メ
ン
バ
ー
の
間
で
埋
め
が
た
い
相

違
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か

＊
31る
。
そ
の
一
方
で
、
そ
う
し
た
行

為
の
宗
教
的
な
正
し
さ
を
決
め
る
基
準
の
ひ
と
つ
と
し
て
タ
ブ
リ
ー

グ
の
教
え
が
用
い
ら
れ
て
い
る
点
で
は
、
両
者
は
共
通
し
て
い
た
。
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能
と
な
っ
た
。

＊
５　

本
章
の
内
容
は
、
拙
稿
（
小
河 

二
〇
一
〇
）
の
一
部
を
簡
略
化
し

た
も
の
で
あ
る
。

＊
６　

本
稿
に
お
け
る
タ
イ
語
の
ロ
ー
マ
字
表
記
は
、
ア
ヌ
マ
ー
ン
ラ
ー

チ
ャ
ト
ン
（A

num
an Rajadhon 1961

）
に
従
う
。
た
だ
し
、
声
調

記
号
、
グ
ロ
ッ
タ
ル
・
ス
ト
ッ
プ
、
そ
の
他
の
特
殊
記
号
は
省
略
し
た
。

＊
７　

そ
れ
は
同
時
に
、
政
治
の
領
域
に
も
変
化
を
生
ん
だ
。
村
に
は
津

波
後
、
村
長
支
持
派
と
反
村
長
派
と
い
う
二
つ
の
派
閥
が
誕
生
し
た
。

両
派
は
、
地
方
選
挙
の
場
で
激
し
く
対
立
し
た
。

＊
８　

女
性
も
宣
教
活
動
に
参
加
で
き
る
が
、
村
外
で
行
わ
れ
る
も
の
は

配
偶
者
が
同
伴
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
な
ど
制
約
が
多
い
。

＊
９　

村
に
お
け
る
タ
ブ
リ
ー
グ
伸
展
の
歴
史
的
過
程
と
そ
の
社
会
経
済

的
影
響
に
つ
い
て
、
く
わ
し
く
は
拙
稿
（
小
河 

近
刊
）
を
参
照
の
こ
と
。

＊
10　

イ
ス
ラ
ー
ム
に
お
い
て
金
曜
日
の
昼
に
行
わ
れ
る
集
団
礼
拝
へ
の

参
加
は
、
成
人
男
性
の
義
務
と
さ
れ
る
。

＊
11　

タ
イ
に
お
い
て
積
徳
行
は
、
一
般
に
国
民
の
約
九
割
を
占
め
る
上

座
部
仏
教
徒
の
間
で
、
現
世
と
来
世
に
幸
福
を
も
た
ら
す
善
行
と
さ
れ

る
。
こ
の
観
念
は
ム
ス
リ
ム
に
も
見
ら
れ
る
（e.g. Burr 1988, 

西
井 

二
〇
〇
一
）。

＊
12　

マ
ス
ジ
ッ
ト
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
の
礼
拝
所
を
意
味
す
る
ア
ラ
ビ
ア

語
の
マ
ス
ジ
ド
（m

asjid

）
に
由
来
す
る
タ
イ
語
で
あ
る
。
タ
イ
で

は
、
ア
ラ
ビ
ア
語
や
マ
レ
ー
語
、
ウ
ル
ド
ゥ
ー
語
、
ペ
ル
シ
ャ
語
な
ど

に
起
源
を
持
つ
イ
ス
ラ
ー
ム
関
係
の
単
語
が
、
し
ば
し
ば
タ
イ
語
風
に

読
ま
れ
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。

＊
13　

日
本
で
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
の
礼
拝
所
を
指
す
単
語
と
し
て
モ
ス
ク

が
一
般
的
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
稿
で
は
モ
ス
ク
を
用
い
る
。

＊
14　

ス
ラ
オ
は
モ
ス
ク
と
同
義
で
あ
る
。

＊
15　

村
に
は
、
ト
ラ
ン
県
を
中
心
と
す
る
国
内
全
域
、
さ
ら
に
は
マ

レ
ー
シ
ア
や
中
国
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
、
オ
マ
ー
ン
と
い
っ
た
海
外
か

ら
も
宣
教
団
が
訪
れ
て
い
る
。

＊
16　

年
四
〇
日
間
、
生
涯
四
ヵ
月
間
の
宣
教
は
、
多
額
の
費
用
と
時
間

を
必
要
と
す
る
た
め
義
務
と
さ
れ
な
か
っ
た
。

＊
17　

ク
ル
サ
ン
パ
ン
協
会
は
、
ア
ラ
ビ
ア
語
や
マ
レ
ー
語
と
い
っ
た
外

国
語
で
書
か
れ
た
教
科
書
を
用
い
て
イ
ス
ラ
ー
ム
を
学
ん
で
い
た
子
弟

の
負
担
軽
減
を
目
的
に
、
一
九
五
六
年
に
バ
ン
コ
ク
で
設
立
さ
れ
た

（sam
akhom

 khurusam
phan

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
）。

＊
18　

高
齢
者
世
帯
や
貧
困
世
帯
は
対
象
か
ら
外
さ
れ
た
。

＊
19　

村
人
の
な
か
に
は
タ
ブ
リ
ー
グ
の
教
え
や
活
動
に
批
判
的
な
者
も

い
る
。
た
と
え
ば
、
ク
ル
ア
ー
ン
塾
の
教
師
で
あ
る
Ｍ
・
Kh
氏
（
男

性
）
は
、
ク
ル
ア
ー
ン
の
な
か
に
タ
ブ
リ
ー
グ
へ
の
参
加
を
義
務
づ
け

る
記
述
が
な
い
こ
と
や
、
参
加
者
と
そ
の
家
族
に
経
済
的
、
精
神
的
に

多
く
の
負
担
を
強
い
る
こ
と
な
ど
を
理
由
に
、
タ
ブ
リ
ー
グ
を
善
行
で

は
な
く
悪
行
（bap

）
と
見
な
し
、
そ
の
活
動
に
は
い
っ
さ
い
参
加
し

な
い
。
こ
う
し
た
タ
ブ
リ
ー
グ
を
め
ぐ
る
村
人
の
多
様
な
対
応
の
あ
り

方
や
相
互
関
係
に
つ
い
て
は
、
機
会
を
改
め
て
論
じ
た
い
。

＊
20　

当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
タ
イ
に
お
け
る
す
べ
て
の
ム
ス
リ
ム
・
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
タ
ブ
リ
ー
グ
を
受
け
入
れ
て
い
る
わ
け
で
な
い
。
民
間

信
仰
に
代
表
さ
れ
る
慣
習
を
保
持
す
る
者
や
イ
マ
ー
ム
な
ど
の
宗
教
指

導
者
、
中
東
を
は
じ
め
海
外
で
の
留
学
を
終
え
て
帰
国
し
た
子
弟
ら

が
、
自
分
た
ち
が
「
正
し
い
」
と
認
め
る
イ
ス
ラ
ー
ム
の
あ
り
よ
う

（
こ
れ
も
多
様
だ
が
）
と
は
異
な
る
こ
と
を
理
由
に
、
タ
ブ
リ
ー
グ
を

批
判
し
た
り
、
拒
絶
し
た
り
す
る
ケ
ー
ス
も
見
ら
れ
る
。
な
か
に
は
、

対
す
る
畏
敬
の
念
の
浸
透
と
と
も
に
、
宗
教
的
な
正
当
性
を
も
つ
タ

ブ
リ
ー
グ
の
存
在
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

以
上
の
考
察
か
ら
は
、
Ｍ
村
に
お
け
る
タ
ブ
リ
ー
グ
の
影
響
力
が

津
波
後
、
増
大
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
タ
ブ
リ
ー
グ
の
存
在
が
な
け

れ
ば
、
ア
ッ
ラ
ー
へ
の
畏
敬
の
念
を
基
盤
と
す
る
津
波
像
が
こ
れ
ほ

ど
ま
で
多
く
の
村
人
に
支
持
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
い
え
る
だ

ろ
う
。
そ
れ
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
の
周
縁
に
位
置
す
る
Ｍ
村
が
、

津
波
を
契
機
と
し
て
、
タ
ブ
リ
ー
グ
と
い
う
グ
ロ
ー
バ
ル
に
展
開
す

る
宗
教
復
興
運
動
に
よ
り
い
っ
そ
う
包
摂
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
も

い
る
の
で
あ
る
。
加
え
て
、
そ
の
取
り
込
ま
れ
方
は
直
接
的
で
あ
っ

た
。
そ
の
こ
と
を
如
実
に
あ
ら
わ
し
て
い
る
の
が
、
タ
ブ
リ
ー
グ
が

宣
教
で
用
い
た
ビ
ラ
で
あ
る
。
先
述
の
よ
う
に
、
こ
の
ビ
ラ
は
、
タ

ブ
リ
ー
グ
が
持
つ
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
し

て
イ
ン
ド
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
の
だ
が
、
そ
こ
に
国
家
が
介
入
す
る

こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ
の
背
景
に
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
復
興
運
動
に
対

す
る
タ
イ
政
府
の
寛
容
な
姿
勢
が
あ
る
。
タ
イ
に
お
い
て
タ
ブ
リ
ー

グ
は
、
政
府
に
よ
る
管
理
、
統
制
か
ら
ほ
と
ん
ど
自
由
で
あ
り
、
時

に
は
支
援
さ
え
受
け
て
き

＊
34た
。
こ
う
し
た
状
況
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
復

興
運
動
を
国
家
の
枠
内
に
収
斂
し
て
き
た
近
隣
の
被
災
国
と
は
異
な

る
も
の
で
あ
っ
た
。

災
害
は
、
被
災
地
の
文
化
の
様
態
に
変
化
を
引
き
起
こ
す
が
、
そ

れ
が
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
、
そ
こ
に
お
い
て
災
害
が
い
か
な
る

役
割
を
果
た
す
の
か
、
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
い
ま
だ
多

く
あ
る
（
オ
リ
ヴ
ァ
ー
＝
ス
ミ
ス
＆
ホ
フ
マ
ン 

二
〇
〇
六
：
一
三
）。

本
稿
は
、
イ
ン
ド
洋
津
波
の
被
災
地
で
あ
る
タ
イ
南
部
ア
ン
ダ
マ
ン

海
沿
岸
の
ム
ス
リ
ム
村
落
を
事
例
に
、
宗
教
・
信
仰
の
領
域
に
お
け

る
そ
の
ひ
と
つ
の
あ
り
よ
う
を
描
き
出
す
試
み
で
あ
っ
た
。

◉
注

＊
１　

タ
イ
の
全
人
口
に
占
め
る
ム
ス
リ
ム
の
割
合
は
、
調
査
機
関
や
研

究
者
に
よ
り
四
～
一
四
パ
ー
セ
ン
ト
と
大
き
な
開
き
が
あ
る
た
め
正
確

な
数
値
を
定
め
る
の
は
難
し
い
（O

m
ar 1999: 221-222

）。
ち
な
み

に
、
宗
教
局
（K

rom
 K

ansatsana

）
の
二
〇
〇
〇
年
度
の
統
計
で

は
、
全
人
口
の
約
五
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
、
三
二
二
万
人
ほ
ど
で
あ
る

（K
rom

 K
ansatsana 2000

）。

＊
２　

イ
ン
ド
洋
津
波
と
宗
教
・
信
仰
の
関
係
性
を
扱
っ
た
研
究
は
、
管

見
で
は
斎
藤
（
二
〇
〇
九
）、
杉
本
（
二
〇
〇
七
）、Liang

（2008

）

が
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。
な
か
で
も
、
タ
イ
を
対
象
と
し
た
研
究
は
皆
無

で
あ
る
。

＊
３　

タ
イ
の
地
方
行
政
は
、
内
務
省
支
配
の
も
と
県
（cangw

at

）
か

ら
郡
（am

phoe

）、
タ
ム
ボ
ン
（tam

bon 

複
数
の
村
か
ら
構
成
）、
村

（m
uban

）
に
い
た
る
階
層
構
造
を
持
つ
。

＊
４　

調
査
は
、
二
〇
〇
三
年
度
国
際
交
流
基
金
ア
ジ
ア
次
世
代
リ
ー

ダ
ー
フ
ェ
ロ
ー
シ
ッ
プ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
二
〇
〇
五
年
度
庭
野
平
和
財

団
研
究
助
成
、
二
〇
〇
六
年
度
企
業
家
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
研
究
助
成
、

な
ら
び
に
二
〇
〇
六
年
度
同
志
社
大
学
一
神
教
学
際
研
究
セ
ン
タ
ー
Ｃ

Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
一
神
教
の
学
際
的
研
究
―
―
文
明
の
共
存
と
安
全

保
障
の
観
点
か
ら
」
奨
励
研
究
費
に
よ
る
支
援
と
タ
イ
国
学
術
審
査
会

議
（N

ational Research Council of T
hailand

）
の
許
可
を
得
て
可
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界
』
七
二
号
、
二
七
―
六
〇
頁
。

―
―
（
二
〇
一
〇
）「
分
断
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
―
―
タ
イ
南
部
津
波
被

災
地
の
復
興
プ
ロ
セ
ス
」
林
勲
男
編
『
自
然
災
害
と
復
興
支
援
』
み
ん

ぱ
く
実
践
人
類
学
シ
リ
ー
ズ
九
、
明
石
書
店
、
一
八
一
―
二
〇
一
頁
。

―
―
（
近
刊
）「
タ
イ
で
広
が
る
イ
ス
ラ
ー
ム
復
興
運
動
―
―
南
部
ト
ラ

ン
に
お
け
る
タ
ブ
リ
ー
ギ
ー
・
ジ
ャ
マ
ー
ア
ト
と
ム
ス
リ
ム
社
会
」
床

呂
郁
哉
・
福
島
康
博
編
『
東
南
ア
ジ
ア
の
イ
ス
ラ
ー
ム
』（
Ｉ
Ｓ
Ｅ
Ａ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
成
果
論
文
集
）
東
京
外
国
語
大
学
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ

言
語
文
化
研
究
所
。

オ
リ
ヴ
ァ
ー
＝
ス
ミ
ス
、
ア
ン
ソ
ニ
ー
／
ホ
フ
マ
ン
、
ス
ザ
ン
ナ
・
Ｍ

（
二
〇
〇
六
）「
序
論
：
災
害
の
人
類
学
的
研
究
の
意
義
」
ホ
フ
マ
ン
、

ス
ザ
ン
ナ
・
Ｍ
／
オ
リ
ヴ
ァ
ー
＝
ス
ミ
ス
、
ア
ン
ソ
ニ
ー
編
著
『
災
害

の
人
類
学
―
―
カ
タ
ス
ト
ロ
フ
ィ
と
文
化
』
若
林
佳
史
訳
、
明
石
書

店
、
七
―
二
八
頁
。

オ
リ
ヴ
ァ
ー
＝
ス
ミ
ス
、
ア
ン
ソ
ニ
ー
（
二
〇
〇
六
）「
災
害
の
理
論
的

考
察
：
自
然
、
力
、
文
化
」
ホ
フ
マ
ン
、
ス
ザ
ン
ナ
・
Ｍ
／
オ
リ
ヴ
ァ
ー

＝
ス
ミ
ス
、
ア
ン
ソ
ニ
ー
編
著
『
災
害
の
人
類
学
―
―
カ
タ
ス
ト
ロ

フ
ィ
と
文
化
』
若
林
佳
史
訳
、
明
石
書
店
、
二
九
―
五
五
頁
。

斎
藤
千
恵
（
二
〇
〇
九
）「
死
と
破
壊
か
ら
始
ま
る
観
光
―
―
ア
チ
ェ
に

お
け
る
イ
ン
ド
洋
津
波
の
解
釈
」『
鈴
鹿
国
際
大
学
紀
要Cam

pana

』

一
五
号
、
四
五
―
六
三
頁
。

杉
本
良
男
（
二
〇
〇
七
）「
天
竺
聖
ト
マ
ス
霊
験
記
」『
国
立
民
族
学
博
物

館
研
究
報
告
』
三
一
巻
三
号
、
三
〇
五
―
四
一
七
頁
。

中
澤
政
樹
（
一
九
八
八
）「JEM

A
A

H
 T

A
BLIGH

―
―
マ
レ
ー
・
イ
ス

ラ
ム
原
理
主
義
運
動
試
論
」『
マ
レ
ー
シ
ア
社
会
論
集
』
一
号
、
七
三

―
一
〇
六
頁
。

西
井
凉
子
（
二
〇
〇
一
）『
死
を
め
ぐ
る
実
践
宗
教
―
―
南
タ
イ
の
ム
ス

リ
ム
・
仏
教
徒
関
係
へ
の
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ヴ
』
世
界
思
想
社
。

三
尾
裕
子
（
二
〇
〇
四
）「
祀
る
」
関
一
敏
・
大
塚
和
夫
編
『
宗
教
人
類

学
入
門
』
弘
文
堂
、
一
三
六
―
一
四
八
頁
。
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宗
教
指
導
者
層
の
判
断
に
よ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
全
体
で
タ
ブ
リ
ー
グ

の
受
け
入
れ
を
拒
否
す
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

＊
21　

津
波
前
の
民
間
信
仰
を
め
ぐ
る
村
人
の
多
様
な
解
釈
、
実
践
の
様

態
に
つ
い
て
は
、
紙
幅
の
都
合
上
、
本
稿
で
取
り
扱
う
こ
と
は
で
き
な

い
。
く
わ
し
く
は
拙
稿
（O

gaw
a 2008

）
を
参
照
の
こ
と
。

＊
22　

こ
の
他
に
も
、
津
波
襲
来
時
に
南
部
の
ソ
ン
ク
ラ
ー
県
か
ら
来
村

し
て
い
た
タ
ブ
リ
ー
グ
の
宣
教
団
が
、
避
難
せ
ず
に
モ
ス
ク
で
ア
ッ

ラ
ー
に
祈
り
を
捧
げ
た
こ
と
も
、
他
の
村
に
比
べ
て
津
波
の
被
害
が
少

な
か
っ
た
原
因
と
し
て
宣
教
の
際
に
言
及
さ
れ
た
。

＊
23　

こ
の
ビ
ラ
に
付
さ
れ
た
津
波
の
航
空
写
真
も
別
途
、
村
内
に
流
通

し
た
。

＊
24　

ビ
ラ
に
よ
る
と
、
情
報
の
出
所
は
、
Ａ
Ｆ
Ｐ
通
信
が
配
信
し
た
記

事
で
あ
っ
た
。

＊
25　

こ
の
他
に
も
、
モ
ス
ク
で
礼
拝
を
す
る
者
や
タ
ブ
リ
ー
グ
の
宣
教

活
動
に
参
加
す
る
者
が
増
加
す
る
と
い
う
現
象
が
見
ら
れ
た
。

＊
26　

噂
の
出
所
は
、
村
近
く
の
町
に
住
む
占
い
師
（m

o du
）
の
予
言

で
あ
っ
た
。

＊
27　

土
着
の
超
自
然
的
存
在
に
対
す
る
願
掛
け
も
同
様
で
あ
っ
た
。

＊
28　

彼
ら
は
、
こ
の
ビ
ラ
を
破
っ
た
り
踏
ん
だ
り
す
る
な
ど
邪
険
に
扱

う
こ
と
を
、
ア
ッ
ラ
ー
の
怒
り
を
買
う
行
為
と
し
て
固
く
禁
じ
て
い
る
。

＊
29　

護
符
を
使
用
す
る
村
人
が
受
け
た
津
波
被
害
の
程
度
は
、
人
に
よ

り
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
な
か
に
は
ま
っ
た
く
被
害
の
な
か
っ
た
者
も
い

た
。

＊
30　

ダ
ッ
ワ
は
、
宣
教
を
意
味
す
る
ア
ラ
ビ
ア
語
に
由
来
す
る
マ
レ
ー

語
で
、
イ
ス
ラ
ー
ム
復
興
運
動
を
さ
す
（N

agata 1984: 243

）。
タ
イ

に
お
い
て
も
同
様
の
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。

＊
31　

本
稿
で
は
紙
幅
の
都
合
上
、
差
異
を
め
ぐ
る
両
者
の
関
係
性
に
つ

い
て
く
わ
し
く
触
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
一
例
と
し
て
タ
ブ
リ
ー
グ

の
中
心
メ
ン
バ
ー
に
つ
い
て
見
る
と
、
彼
ら
が
ア
ッ
ラ
ー
へ
の
願
掛
け

や
ビ
ラ
を
護
符
と
し
て
用
い
る
村
人
を
直
接
、
批
判
す
る
こ
と
は
ほ
と

ん
ど
な
か
っ
た
。
し
か
し
一
部
の
公
的
宗
教
指
導
者
を
除
く
中
心
メ
ン

バ
ー
は
、
願
が
成
就
し
た
際
に
ア
ッ
ラ
ー
へ
の
御
礼
と
し
て
行
わ
れ
る

供
宴
に
参
加
し
て
い
な
い
。

＊
32　

ア
ン
ダ
マ
ン
海
沿
岸
に
共
通
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
化
現
象
の
ひ
と
つ

に
観
光
化
が
あ
る
。
ト
ラ
ン
県
で
は
津
波
後
、
復
興
支
援
の
一
環
と
し

て
政
府
の
後
押
し
の
も
と
、
強
力
に
推
し
進
め
ら
れ
て
い
る
。
Ｍ
村
で

は
、
村
の
前
浜
が
観
光
資
源
と
し
て
の
価
値
を
見
出
さ
れ
、
村
内
に
バ

ン
ガ
ロ
ー
が
建
設
さ
れ
た
り
、
道
路
が
舗
装
化
さ
れ
た
り
す
る
な
ど
、

観
光
開
発
が
急
速
に
進
ん
で
い
る
。

＊
33　

先
に
触
れ
た
よ
う
に
、
Ｍ
村
に
は
、
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
を
中
心
と

す
る
国
外
か
ら
宣
教
団
が
訪
れ
て
い
た
。
ま
た
、
そ
れ
と
は
逆
に
、
東

南
ア
ジ
ア
域
内
で
は
あ
る
が
、
国
外
に
宣
教
に
出
る
村
人
も
い
る
。
こ

の
よ
う
に
、
タ
ブ
リ
ー
グ
を
通
じ
た
村
人
と
海
外
の
ム
ス
リ
ム
と
の
交

流
も
進
ん
で
い
た
。

＊
34　

た
と
え
ば
、
政
府
は
、
タ
ブ
リ
ー
グ
の
年
次
集
会
（yo

）
の
会
場

を
提
供
し
た
り
（Saow

ani 1988: 239

）、
ム
ス
リ
ム
に
よ
る
反
政
府

武
装
闘
争
が
続
く
深
南
部
で
タ
ブ
リ
ー
グ
が
宣
教
活
動
を
行
う
こ
と
を

許
可
し
た
り
（Braam

 2006

）
し
て
い
る
。
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